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アジア対象 ESCO・再生可能エネルギー事業ファンドの立ち上げについて 

 
温室効果ガス排出量取引の仲介及びコンサルティングを行うナットソース･ジャパン株式

会社(東京都中央区、代表取締役社長 荒木 鑑)、はアジア市場などを対象とした ESCO 注 1・

再生可能エネルギー事業投資ファンドの立ち上げを計画する FE Clean Energy Group, Inc. 
(米国コネティカット州、会長 George Sorenson、以下 FEC社)と投資家の紹介などで協力
する協業契約を締結しました。主としてアジア諸国を対象とした初めての ESCO・再生可
能エネルギー事業ファンドとなる「FE グローバル･アジア クリーン･エナジー･サービ
ス･ファンド」（FE Global-Asia Clean Energy Services Fund、以下グローバル･アジア 
ファンド）は、来年 4月の立ち上げを目指して投資家の募集を開始しており、既に、三
菱商事株式会社などが同ファンドに参加する意向を表明しています。尚、投資家の募集

にあたっては三菱商事証券株式会社も担当する予定です。 
 
昨今の省エネルギー及び地球温暖化への関心を背景に、世界的に脚光を浴びているエネル

ギー効率化事業である ESCO 事業や再生可能エネルギー事業は、近年アジア地域でも積極
的な導入の気運が高まっており、各国の関連諸制度・税制なども整備されつつあります。

本ファンドは、主としてアジア諸国でこのような事業を対象とする初めてのファンドで、

エネルギーの効率的な利用を促す省エネ事業（例えば、ボイラ設備の高効率改修、コージ

ェネレーション設備導入、高効率照明器具への更新など）を投資対象とするものです。フ

ァンドの募集予定総額も、第一次募集期間で＄7千万、最大総額＄2億と、この種の Private 
Fund としては世界最大規模を予定しています（従来の ESCO 事業ファンドは、最大数千
万ドル規模）。又、本ファンドの特徴として、投資収益の他に、事業を通じて温室効果ガス

の排出削減効果が生まれる場合、これをクレジット化して投資家へのリターンとして組み

入れるメカニズムを導入する予定で、こうした動きは、排出削減余力が大きいアジア諸国

にとって顧客サイドに立った新しいビジネス･モデルとも言えます。 
 
ファンドの運営は、エネルギー効率化分野の投資に豊富な実績を持ち、国際的な ESCO 事
業及び再生可能エネルギー事業で第一人者として認知されている、FEC 社によって行われ
ます。同社はこれまで2000年に東欧諸国を対象とした同様のファンドを欧州復興開発銀行、 
関西電力株式会社、電源開発株式会社などと共に立ち上げ、2001年には南米を対象に米州
開発銀行、東京電力株式会社などと共に立ち上げております。 
 
ナットソース･ジャパンは、日本における排出量取引の仲介、コンサルティングのパイオニ

ア企業として、既に、本邦の電力・ガス会社などから高い評価を受けており、同ファンド

の投資家への紹介を行うのみならず排出削減が見込まれる事業の発掘やクレジット獲得に

至る諸手続き、排出量取引市場への売却仲介についても FEC社と協業する予定です。 
 
ナットソースジャパンは、国際的にも環境に対する関心が強まる中で、省エネルギー対策



の有効な手段となる ESCO・再生可能エネルギー事業のファンド導入を手がけることで、
様々なリスク・リターンを組み合わせた投資ポートフォリオの拡大に取り組み、排出権を

絡めた新しい金融ビジネスモデルの開発を今後も強力に推進して参ります。 
 
 
(注1) ESCOとは、Energy Service Companyの略です。「ESCO事業」とは、ビルオーナ
ーや工場事業主等に代わってエネルギー利用の効率化を行う省エネルギー･サービス

を行う事業のことです。 
 
【ファンド概要】 
名称：FE Global-Asia Clean Energy Services Fund, L.P.（仮称） 
形態：ケイマン島 Limited Partnership 
ファンド総額：US$ 1億 
ファンドマネージャー：FE Global-Asia Clean Energy 
投資家：未定 
投資対象地域：タイ、シンガポール、マレーシア、フィリピン、インド、その他 
投資対象事業：再生可能エネルギー、大型建造物の改修、製造工程の改善、 
              送配電システムの改善、公共照明の改善、コージェネレーション 
ファンド存続期間：１０年 
 
【会社概要】 
１．ナットソース･ジャパン株式会社 
本    社：東京都中央区日本橋 
代 表 者：代表取締役社長 荒木 鑑 
設    立：2001年 5月 
資 本 金：約３億円 
事業内容：温室効果ガス排出量取引の仲介、電力取引の仲介、天候デリバティブ取引 
          の仲介、グリーン電力証書の仲介、その他エネルギー関連商品取引の仲介、 
          アドバイザリー業務（クレジット組成に係るコンサルティング、F/S調査、 

トレーニング等）、ファンドの組成 
 
２．FE Clean Energy Group Inc.（FEC社） 
本    社：米国コネティカット州 
代 表 者：会長 George Sorenson 
設    立：1992年設立の FE Group, Inc.を 2002年に分社化 
資 本 金：約＄1億 
事業内容：新興市場におけるエネルギー及びインフラ事業への投資 

 
 
本件に関するお問い合わせ先： 
ナットソース･ジャパン株式会社  鈴木・青山   電話 03-5200-1710      


